
 

 
 

合意単価 
 
 
 

 令和８年４月１４日に締結した令和８年度 黒瀬（ケ－17 ほか）渓間工事における

契約に用いる単価または金額（契約単位が一式の項目については単価ではなく金額）

については別添単価表のとおり 

 

 

 

単価合意書締結日：令和８年５月２１日 
 



工事区分
(レベル１)

工種
（レベル２）

種別
（レベル３）

細別
（レベル４）

渓間工 式 1.00 118,254,000

治山土工 式 1.00 7,925,000

作業土工（ケー15） 式 1.00 938,609

礫質土掘削B m3 170.00 1,316 223,720

軟岩掘削B 軟岩（Ⅱ） m3 170.00 3,328 565,760

掘削面整形 粘性､礫質土 m2 2.80 601 1,682

岩盤清掃 m2 110.20 1,338 147,447

作業土工（ケー17ー5） 式 1.00 3,383,403

礫質土掘削C m3 2,891.00 1,117 3,229,247

掘削面整形 粘性､礫質土 m2 256.50 601 154,156

作業土工（ケー17ー6） 式 1.00 3,603,537

礫質土掘削D m3 2,931.00 1,163 3,408,753

掘削面整形 粘性､礫質土 m2 324.10 601 194,784

治山ﾀﾞﾑ工 式 1.00 109,763,000

１号コンクリート谷止工（ケー15） 式 1.00 17,412,434

コンクリート 18-8-40BB　ポンプ車打設 m3 400.60 30,870 12,366,522

止水板 CC　300×7mm ｍ 16.20 5,079 82,279

水抜パイプ VU　φ300mm ｍ 3.30 8,364 27,601

治山ダム型枠 設置･撤去ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝなし m2 353.10 12,288 4,338,892

治山ﾀﾞﾑ型枠（放水路） 設置･撤去ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝなし m2 4.20 11,193 47,010

足場(ｷｬｯﾄｳｫｰｸ) ｍ 203.00 2,710 550,130

間詰工（ケー15） 式 1.00 821,761

間詰コンクリート 本体分離打設　ポンプ車打設 m3 3.40 34,123 116,018

間詰コンクリート 本体同時打設　ポンプ車打設 m3 10.20 29,753 303,480

治山ﾀﾞﾑ型枠 設置･撤去 ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝなし m2 15.80 11,193 176,849

型枠 一般型枠 小型構造物 m2 12.30 8,061 99,150

植生マット伏 250m2以上500m2未満 週休2日補正:月単位 m2 30.60 2,975 91,035

丸太筋 3本筋 ｍ 5.60 6,291 35,229

５号ソイルセメント谷止工（ケー17ー5） 式 1.00 40,387,591

基礎均しコンクリート 18-8-40BB m3 29.30 30,316 888,258

上流壁面基礎部保護材組立 軽量鋼矢板 m2 64.10 31,622 2,026,970

上流壁面壁面部保護材組立 軽量鋼矢板 m2 322.90 29,833 9,633,075

鋼製外部保護材 上流側　断面折部 ｍ 51.70 8,413 434,952

下流壁面保護材組立 コンクリートブロック　1:0.2 m2 409.40 27,096 11,093,102

内部材打設 粒径処理、撹拌混合、混合材敷均・締固め、運搬 m3 1,141.10 9,138 10,427,371

金額

別添

規格

工事区分・工種・種別・細別

合意単価単位

単　価　表

数量



コンクリート外部保護材 下流側　天端・小口・平面折部・断面折部 ｍ 10.60 19,389 205,523

水抜（ケ-17-5） ボックスカルバート　400×400 ｍ 6.60 122,982 811,681

天端保護・放水路コンクリート 18-8-40BB m3 49.50 30,316 1,500,642

型枠B 基礎コンクリート m2 77.70 31,138 2,419,422

型枠C 保護コンクリート m2 30.40 31,138 946,595

間詰工（ケー17ー5） 式 1.00 613,449

植生マット伏 250m2以上500m2未満 週休2日補正:月単位 m2 125.00 2,975 371,875

丸太筋 3本筋 ｍ 38.40 6,291 241,574

６号ソイルセメント谷止工（ケー17ー6） 式 1.00 49,820,069

基礎均しコンクリート 18-8-40BB m3 36.60 30,316 1,109,565

上流壁面基礎部保護材組立 軽量鋼矢板 m2 80.10 31,622 2,532,922

上流壁面壁面部保護材組立 軽量鋼矢板 m2 408.10 29,833 12,174,847

鋼製外部保護材 上流側　断面折部 ｍ 57.70 8,413 485,430

下流壁面保護材組立 コンクリートブロック　1:0.2 m2 508.50 27,096 13,778,316

内部材打設 粒径処理、撹拌混合、混合材敷均・締固め、運搬 m3 1,398.60 9,138 12,780,406

コンクリート外部保護材 下流側　天端・小口・平面折部・断面折部 ｍ 8.60 19,389 166,745

水抜（ケ-17-6） ボックスカルバート　400×400 ｍ 6.40 126,586 810,150

天端保護・放水路コンクリート 18-8-40BB m3 64.30 30,316 1,949,318

型枠B 基礎コンクリート m2 94.90 31,138 2,954,996

型枠C 保護コンクリート m2 34.60 31,138 1,077,374

間詰工（ケー17ー6） 式 1.00 708,047

植生マット伏 250m2以上500m2未満 週休2日補正:月単位 m2 171.60 2,975 510,510

丸太筋 3本筋 ｍ 31.40 6,291 197,537

渓間工付属物設置工 式 1.00 566,000

銘板工 式 1.00 566,982

治山シンボルマーク取付 タイプⅡ　400*300*10mm 枚 3.00 57,105 171,315

堤名板取付[C型] 60*80*1.5cm 枚 3.00 131,889 395,667

仮設工 式 1.00 10,318,000

仮設工 式 1.00 10,318,000

廻排水 式 1.00 994,807

廻排水（ケ-15） 大型土のう、排水パイプ併用 式 1 47,316

廻排水（ケ-17-5） 大型土のう、排水パイプ併用 式 1 512,119

廻排水（ケ-17-6） 大型土のう、排水パイプ併用 式 1 435,372

作業ヤード整備 式 1 1,256,077

混合ヤード組立・解体 式 1 1,256,077

産業廃棄物処分費 式 1 3,604,681

産業廃棄物処分費（土砂） m3 1221.6 2,804 3,425,366

産業廃棄物処分費（木材） m3 32.3 2,804 90,569

産業廃棄物処分費（コンクリート） ｔ 63.3 1,402 88,746



産業廃棄物運搬費 式 1 2,955,505

産業廃棄物運搬費（土砂） m3 1221.6 2,114 2,582,462

産業廃棄物運搬費（木材） m3 32.3 8,743 282,398

産業廃棄物運搬費（コンクリート） ｔ 63.3 1,432 90,645

作業道作設工 式 1 1,368,238

工事用道路掘削（土砂） m3 30 607 18,210

工事用道路盛土 m3 294 785 230,790

砂利路盤 RC-40　t=0.1 m2 664.7 860 571,642

大型土のう 設置・撤去 袋 123 4,452 547,596

作業道撤去工 式 1 51,955

舗装版破砕 コンクリート舗装 m2 269.2 193 51,955

伐開 式 1 87,450

伐開 m2 550 159 87,450

その他経費 式 1 466,000

その他経費 式 1 466,000

その他費用 人 30 15,555 466,650

直接工事費 式 1 129,038,000

共通仮設費計 式 1 13,393,522

共通仮設費(積上げ分計) 式 1 2,820,000

運搬費 式 1 183,741

仮設材運搬費 式 1 183,741

安全費 式 1 297,898

安全管理費 式 1 297,898

技術管理費 式 1 2,338,524

土質試験費 式 1 1,481,219

品質証明費 本施工・本施工試験・管理業務 式 1 857,305

共通仮設費(率計上) 式 1 9,432,132

現場環境改善費(率計上) 式 1 1,141,390

純工事費 式 1 142,431,522

現場管理費 式 1 35,558,857

工事原価 式 1 177,990,379

一般管理費等 式 1 27,472,000

一般管理費等計 式 1 27,472,000

工事価格 式 1 205,462,000

消費税相当額 式 1 20,546,200

請負金額 式 1 226,008,200

　なお、本単価表に記載のない工種（レベル２）が追加された場合の直接工事費及び本単価表に記載のない細別（レベル４）が追加された場合の共通仮
設費（積上げ分）については、変更時の価格を基礎として協議する。


